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小
川
裕
樹
議
員
は
、
平
成
15
年
4

月
に
執
行
さ
れ
た
京
都
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
公
認
の
下
、

5
千
22
票
の
得
票
数
で
当
選
し
、
市

民
の
た
め
に
京
都
市
会
議
員
と
し
て

そ
の
職
責
を
果
た
す
立
場
に
あ
る
。

し
か
る
に
、
前
任
期
に
度
重
な
る

遅
刻
、
居
眠
り
等
の
責
め
を
負
い
、

平
成
15
年
3
月
に
普
通
予
算
特
別
委

員
会
副
委
員
長
を
辞
任
し
た
。
加
え

て
、
今
任
期
に
入
っ
て
、
ま
た
も
所

属
す
る
交
通
水
道
委
員
会
等
で
欠
席
、

遅
刻
、
居
眠
り
等
を
繰
り
返
し
、
更

に
は
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
発

覚
す
る
な
ど
、
市
会
の
品
位
を
著
し

く
失
墜
せ
し
め
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
16
年
3
月
に
交
通
水
道
委
員
会
副

委
員
長
を
辞
任
し
た
。

更
に
、
5
月
6
日
に
は
所
属
す
る

建
設
消
防
委
員
会
を
無
断
欠
席
し
た

の
を
は
じ
め
、
5
月
市
会
定
例
会
に

お
い
て
も
、
本
会
議
、
委
員
会
に
は

「
一
身
上
の
都
合
」を
理
由
と
し
て
一

度
も
出
席
せ
ず
、
市
会
議
長
、
建
設

消
防
委
員
長
か
ら
の
開
会
通
知
も
、

自
宅
、
事
務
所
と
も
転
居
先
不
明
で

到
達
せ
ず
、
所
在
不
明
の
状
態
で
、

議
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
す
状
況

に
な
い
。
こ
の
間
、
民
主
・
都
み
ら

い
京
都
市
会
議
員
団
は
、
5
月
6
日

付
け
で
除
名
処
分
を
行
っ
て
い
る
。

か
よ
う
な
事
態
は
、
百
十
余
年
を

誇
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
京
都
市
会
に

お
い
て
も
前
代
未
聞
で
あ
り
、
議
会

の
権
威
失
墜
と
市
民
の
信
頼
を
失
っ

た
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

我
々
は
、
147
万
京
都
市
民
の
代
表

と
し
て
、
市
民
の
信
頼
に
こ
た
え
、

職
務
を
全
う
す
る
重
責
を
担
う
以
上
、

か
か
る
異
常
事
態
を
到
底
看
過
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
京
都
市
会
は
、
小
川
裕
樹

議
員
に
対
し
辞
職
勧
告
す
る
も
の
で

あ
る
。

困
難
な
変
革
の
時
代
の
真
っ
た

だ
中
で
、
先
人
の
偉
大
な
足
跡

を
踏
ま
え
、
自
ら
の
決
意
と
責
任
で
市

政
を
推
進
し
て
い
る
の
が
、
現
在
の
桝

本
市
政
で
あ
る
。

市
財
政
は
い
ま
だ
危
機
的
状
況
だ

が
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

最
も
大
切
に
、
京
都
の
未
来
を
切
り
開

く
市
長
の
市
政
方
針
を
聞
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
大
き

な
転
換
期
に
あ
る
激
動
と
不

安
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
3

期
目
の
市
政
方
針
と
し
て
、
市
民
生

活
の
安
心
安
全
の
確
保
、
国
家
戦
略

策
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
前
年
度
と

同
水
準
又
は
そ
れ
以
上
の
事
業
規
模
の

予
算
を
確
保
す
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
向
上
が
図
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

本
年
4
月
の
記
者
会
見
で
、
伏

見
桃
山
城
キ
ャ
ッ
ス
ル
ラ
ン
ド

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
伏
見
桃
山
城
運

動
公
園
基
本
構
想
の
発
表
が
あ
り
、
地

元
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
た
が
、
現
在
の
取

組
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
横
大
路
運
動
公
園
に
、
パ
ー

プ
ル
サ
ン
ガ
の
サ
ッ
カ
ー
場
が
建
設
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
の
進
ち

ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。

伏
見
桃
山
城
運
動
公
園（
仮
称
）

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
測

量
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
着

工
し
、
地
域
の
名
所
と
な
る
お
城
の
あ

る
運
動
公
園
と
し
て
、
19
年
度
の
開
園

に
向
け
て
事
業
を
推
進
す
る
。

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て

は
、
建
設
費
の
負
担
、
管
理
運
営
、
ア

ク
セ
ス
等
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

府
や
経
済
界
と
連
携
し
、
構
想
を
策
定

し
て
い
く
。

左
京
区
北
部
地
域
で
は
、
過
疎

化
と
同
時
に
高
齢
化
が
進
み
、

医
療
や
介
護
に
対
す
る
要
望
は
切
実

だ
。と

り
わ
け
、
過
疎
地
で
は
多
く
の
施

設
を
望
め
な
い
た
め
、
様
々
な
医
療
・

介
護
機
能
を
一
つ
で
併
せ
持
つ
小
規
模

多
機
能
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

既
存
施
設
を
利
用
し
て
地
域
の
要
望

に
応
じ
た
医
療
・
介
護
施
設
を
設
置
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
き

地
診
療
事
業
を
実
施
し
、
診
療

の
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
制
度
施
行
当
初
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
山
間
地
域
提
供
協
力
金
を
独
自
に
設

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
事
業

（
自
民
党
）

○
公
共
事
業
の
下
請
契
約
を
市
内
業
者
へ

（
共
産
党
）

○
介
護
予
防
対
策
の
拡
充

（
公
明
党
）

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
活
用
し
た
公
共
施
設
の
整
備

（
民
主
・
都
）

け
、サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
在
宅
で
365
日
・
24
時
間
の
安

心
を
提
供
す
る
小
規
模
多
機
能
施
設
に

つ
い
て
は
、
そ
の
在
り
方
の
調
査
研
究

に
必
要
な
予
算
を
今
年
度
確
保
し
た
。

京
都
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
推

進
す
る
に
は
情
報
発
信
が
重
要

な
要
素
と
な
る
が
、
現
在
京
都
芸
術
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
関
連
事

業
は
イ
ベ
ン
ト
案
内
が
中
心
で
積
極
的

な
情
報
発
信
と
な
っ
て
い
な
い
。

市
民
向
け
、
観
光
客
向
け
、
芸
術
家

向
け
と
い
っ
た
多
様
な
文
化
芸
術
情
報

の
発
信
を
民
間
や
N
P
O
も
活
用
し
展

開
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

芸
術
文
化
情
報
の
発
信
に
つ
い

て
は
、
15
年
3
月
に
策
定
し
た

芸
術
文
化
の
都
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
お
い

て
も
重
要
な
柱
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

京
都
の
文
化
力
の
発
信
の
た
め
、
京

都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家
や
芸
術
文

化
団
体
、
文
化
施
設
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ン
ク
集
を
近
く
立
ち
上
げ
る
な

ど
、
文
化
首
都
・
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い

芸
術
文
化
情
報
を
芸
術
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
発
信
し
て
い
く
。

（

）

今
後
の
市
政
方
針

自民党

と
し
て
の
京
都
創
生
の
実
現
、
ス
ピ

ー
ド
と
責
任
感
あ
る
市
政
運
営
の
確

立
の
三
つ
を
重
点
戦
略
と
し
た
。
こ

の
4
年
間
で
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

111
の
政
策
を
す
べ
て
実
施
し
、
光
り

輝
く
京
都
を
実
現
し
て
い
く
。

イ
ラ
ク
戦
争
開
始
か
ら
一
年
以

上
経
過
し
た
今
、
イ
ラ
ク
は
全

土
が
戦
争
状
態
に
あ
る
。

市
長
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
支
配

に
荷
担
す
る
自
衛
隊
の
撤
退
を
政
府
に

求
め
る
態
度
を
表
明
し
、
世
界
歴
史
都

市
連
盟
会
長
と
し
て
加
盟
都
市
に
イ
ラ

ク
復
興
へ
の
共
同
を
働
き
掛
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
は
、
医

療
支
援
や
給
水
活
動
、
学
校
等

の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
な
ど
法
に

基
づ
く
人
道
復
興
支
援
活
動
と
し
て
、

現
地
市
民
の
期
待
と
支
持
の
下
、
着
実

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

平
和
を
都
市
の
理
念
と
す
る
本
市
と

し
て
も
、
イ
ラ
ク
の
復
興
が
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
、
本

年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
世
界
歴
史
都
市

連
盟
の
理
事
会
に
、
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
世
界
へ
の
発
信
を
諮
っ
て
い
く
。

昨
年
6
月
、
京
都
創
生
懇
談
会

か
ら「
国
家
戦
略
と
し
て
の
京

都
創
生
の
提
言
」が
市
長
に
提
出
さ
れ

た
が
、
国
も
全
国
の
自
治
体
も
財
政
難

の
と
き
に
、「
京
都
だ
け
に
国
の
特
別

の
配
慮
を
」と
い
う
の
は
難
し
い
。
し

っ
か
り
し
た
組
織
論
、
運
動
論
に
裏
打

ち
さ
れ
た
国
民
運
動
の
展
開
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

京
都
創
生
の
実
現
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
か
。

京
都
は
日
本
と
世
界
の
宝
で
あ

り
、
京
都
創
生
は
重
要
な
意
義

を
有
す
る
が
、
国
家
財
政
も
厳
し
い
折
、

そ
の
実
現
は
難
渋
を
極
め
る
と
思
わ

（

）

左
京
区
北
部
地
域
に
お
け
る

医
療
・
介
護
施
設
の
設
置

共産党

よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
と
契

約
家
賃
の
引
下
げ
に
つ
い
て
の
取
組
強

化
を
徹
底
し
て
い
く
。

伏
見
区
役
所
の
整
備
移
転
に
つ

い
て
は
、
平
成
11
年
に
府
用
地

を
活
用
す
る
と
の
合
意
が
知
事
と
さ
れ

た
が
、
こ
の
間
、
酒
造
会
社
の
敷
地
を

確
保
で
き
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

区
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
総
合
庁

舎
の
建
設
に
向
け
て
、
い
か
な
る
対
応

が
図
ら
れ
た
の
か
明
確
に
聞
き
た
い
。

伏
見
区
総
合
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
府
用
地
を
活
用

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

最
近
に
な
っ
て
、
区
役
所
に
隣
接
す
る

宝
酒
造
の
敷
地
が
活
用
可
能
な
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
用
地
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
下
、
庁
舎
の
一
日
も
早
い
完

成
に
は
、
よ
り
望
ま
し
い
用
地
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
同
社
の
合
意
を
得
て
、
最
終

的
に
決
定
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
平
成
20
年
度
完
成
を
実
現
し
て
い
き

た
い
。

住
宅
の
改
修
費
用
を
市
が
助
成

す
れ
ば
、
住
宅
需
要
の
喚
起
や

地
元
業
者
へ
の
仕
事
発
注
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
。住

み
慣
れ
た
家
に
住
み
続
け
た
い
と

い
う
市
民
の
願
い
を
後
押
し
し
、市
が

掲
げ
る「
だ
れ
も
が
ず
っ
と
く
ら
し
続

け
た
く
な
る
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
」に

も
貢
献
す
る
、住
宅
改
修
助
成
制
度
を

市
で
も
実
現
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
住
宅
改
修
施
策
は
、住
宅
総

合
資
金
融
資
制
度
の
中
で
、居
住

水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム

融
資
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
耐
震
性
能
の
強
化
を
目
的
と
し
た

耐
震
改
修
促
進
助
成
制
度
を
創
設
し
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し
、
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
改
修
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

の
形
成
に
取
り
組
む
。

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」を
推
進
す

る
た
め
、
数
多
く
の
観
光
地
や

商
業
・
業
務
機
能
が
集
積
す
る
都
心
地

域
の
う
ち
、
本
年
度
は
、
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
等
が
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
東
山
地
区
と
そ
の
周

辺
部
で
交
通
社
会
実
験
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

東
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
清
水

寺
な
ど
数
多
く
の
観
光
地
や
商

業
・
業
務
機
能
が
集
積
し
、
五
条
通
や

東
大
路
通
等
の
幹
線
道
路
の
通
過
交
通

量
も
多
い
な
ど
の
地
域
特
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
特
性
や
昨
年
度
に
実
施
し

た
交
通
実
態
調
査
結
果
を
地
元
住
民
等

に
説
明
し
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
十
分
な
連
携
を
図
る
中

で
、
効
果
的
な
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た

交
通
社
会
実
験
を
本
年
秋
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（

）

伏
見
区
総
合
庁
舎
の

整
備

自民党

（

）

住
宅
改
修
助
成
制
度
の

導
入

共産党

（

）

東
山
地
区
に
お
け
る

交
通
社
会
実
験

自民党

教
育
・
福
祉
・
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て

の
予
算
が
組
ま
れ
る
一
方
で
、

焼
却
灰
溶
融
炉
施
設
等
の
不
要
不
急
の

大
型
公
共
事
業
や
自
立
促
進
援
助
金
等

の
同
和
施
策
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
す
ぐ
に
や
め
、
カ

ッ
ト
さ
れ
た
予
算
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

等
し
く
復
活
・
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

今
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
戦

略
的
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
に
基

づ
く
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
100
億
円

に
上
る
財
源
を
ね
ん
出
し
、
156
項
目
も

の
新
規
政
策
に
着
手
し
た
。

と
り
わ
け
、
教
育
・
福
祉
分
野
で
は
、

そ
の
4
割
に
当
た
る
62
項
目
の
新
規
政

（

）

イ
ラ
ク
か
ら
の

自
衛
隊
の
撤
退
要
求

共産党

近
年
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の

空
き
家
戸
数
が
増
大
し
、
住
宅

供
給
公
社
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

現
状
に
適
し
た
、
基
準
賃
料
の
見
直
し

を
行
い
、
入
居
者
負
担
分
を
含
め
た
価

格
改
定
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
空
き
家
対
策
に
は
、
公
正
な

競
争
入
札
の
導
入
に
よ
り
経
費
節
減
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
の
各
地
域
に
お

い
て
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
実

施
し
た
新
婚
世
帯
に
対
す
る
家

賃
補
助
や
土
日
の
入
居
申
込
受
付
の
開

始
に
よ
り
、
空
き
家
対
策
に
一
定
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。

更
に
一
層
の
入
居
希
望
者
の
拡
大
を

図
る
べ
く
、
住
宅
供
給
公
社
に
お
い
て
、

（

）

教
育
・
福
祉
予
算
等
の

復
活
・
充
実

共産党

興
・
商
業
振
興
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
取
組
状
況
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

交
通
系
I
C
カ
ー
ド
の
導
入
は
、

利
便
性
の
向
上
や
買
物
客
の
増

加
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
き
ょ
う
と
情
報
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
先
進
的
・
独
創
的

な
商
業
の
情
報
化
の
従
来
の
取
組
を
背

景
に
、
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
の

研
究
会
を
設
置
す
る
た
め
、
公
共
交
通

機
関
等
と
協
議
を
開
始
し
て
い
る
。

今
後
、
I
T
関
連
企
業
等
に
も
幅
広

く
参
画
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
国

に
対
し
て
財
政
的
支
援
を
要
請
し
、
今

回
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

今
後
の
中
小
企
業
の
活
性
化
の

促
進
の
た
め
に
は
、
中
小
企
業

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
新
た
な
販
路
開

拓
の
支
援
、
技
術
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。
市
で
も
、

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

「
中
小
企
業
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」

と
し
て
独
自
の「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
組
織
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
る「
第
二
創
業
100
社
」等
の
市
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
目
標
達
成
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
企
業
や
金
融
機
関
を
退
職

し
た
、
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
配
置
し
、
企
業
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
民
間
に
お
い
て
も
、

地
元
企
業
の
O
B
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
企

業
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
組
を
踏
ま
え
、
今
後
、
提
案
の

内
容
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（

）

外
国
人
観
光
客
の

増
加
策

民主・都

（

）

交
通
系
I
C
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
商
業
・
観
光
振
興

自民党

（

）

中
小
企
業
支
援
に
お
け
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用

公明党

（

）

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
　

空
き
家
対
策

公明党

伏見桃山城運動公園（仮称）計画図

保育所の子どもたち

れ
、
国
民
的
な
機
運
の
盛
り
上
が
り
を

背
景
に
し
た
粘
り
強
い
取
組
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
理
解
と
支

援
を
得
て
、
京
都
を
愛
す
る
国
民
の
総

力
を
結
集
し
、「
世
界
の
京
都
」の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

京
北
町
合
併
に
合
わ
せ
て
策
定

さ
れ
る
市
町
村
建
設
計
画
の
財

源
に
は
合
併
特
例
債
が
充
て
ら
れ
る

が
、
そ
の
財
源
規
模
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

建
設
計
画
に
つ
い
て
周
辺
山
間
部
の

市
住
民
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
京
北
町
や
市
住
民
に
と

っ
て
最
も
望
ま
し
い
計
画
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
と
考
え
る
か
。

市
町
村
建
設
計
画
は
、
市
と
京

北
町
の
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
を
示
す
も
の
で
、
財
源
規
模

を
試
算
す
る
と
、
上
限
で
約
190
億
円
の

合
併
特
例
債
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
合

併
に
伴
う
国
の
財
政
支
援
と
し
て
38
億

円
の
交
付
税
・
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

現
在
、
京
北
町
の
隣
接
地
域
か
ら
の

要
望
も
合
わ
せ
て
、
計
画
の
具
体
的
な

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
合
併
し
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
引
き
続
き

全
力
を
傾
注
す
る
。

（

）

国
家
戦
略
と
し
て
の

京
都
創
生
の
実
現

民主・都

（

）

文
化
芸
術
情
報
の
発
信

公明党

自民党＝自由民主党京都市会議員団、共産党＝日本共産党京都市会議員団
公明党＝公明党京都市会議員団、民主・都＝民主・都みらい京都市会議員団（ ）

（

）

京
北
町
と
の
合
併
に
係
る

市
町
村
建
設
計
画

民主・都

※

外
国
か
ら
日
本
へ
の
観
光
客

は
、
日
本
か
ら
外
国
へ
の
観
光

客
の
3
分
の
1
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
を

代
表
す
る
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
本
市

は
、
国
の
観
光
立
国
行
動
計
画
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の
増

加
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
長
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
19
年
度

ま
で
に
外
国
人
宿
泊
観
光
客
を
現
在
の

3
倍
の
150
万
人
に
す
る
と
打
ち
出
し
た

が
、
そ
の
具
体
的
方
策
を
聞
き
た
い
。

従
来
か
ら
国
の
行
動
計
画
を
活

用
し
、
重
点
市
場
で
あ
る
東
ア

ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
旅
行
代
理
店
や

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
招
請
等
を
行
っ
て

き
た
。
更
に
今
年
度
は
、
京
都
の
魅
力

を
伝
え
る
テ
レ
ビ
C
M
の
中
国
で
の
放

映
な
ど
も
実
施
し
て
い
く
。

今
後
も
京
都
ブ
ラ
ン
ド
の
一
層
の
発

信
に
努
め
、
外
国
人
宿
泊
観
光
客
150
万

人
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
。

現
在
、
公
共
交
通
機
関
で
は
、

I
C
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
新
し

い
乗
車
券
の
発
行
が
実
施
、
予
定
さ
れ

て
い
る
。「
e
―
京
都
21
」に
お
い
て
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
観
光
振

（2）

（

）

伏
見
桃
山
城
跡
地
及
び

横
大
路
運
動
公
園
の
整
備
計
画

自民党

※

※
　
焼
却
灰
溶
融
炉
施
設

ご
み
焼
却
時
に
発
生
す
る
焼
却
灰
等
を
溶

融
す
る
こ
と
に
よ
り
、
減
容
量
化
と
再
資

源
化
を
図
る
施
設

5月19日の本会議では、7人の議員が各会派

を代表して、市政の各般にわたって市長や関係

理事者に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

5月19日の本会議では、7人の議員が各会派

を代表して、市政の各般にわたって市長や関係

理事者に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

※
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

数
値
目
標
や
達
成
時
期
な
ど
を
明
示
し
た

公
約

※
　
e
―
京
都
21

高
度
情
報
化
施
策
を
総
合
的
・
効
率
的
に

展
開
す
る
た
め
に
、
市
が
策
定
し
た「
高

度
情
報
化
推
進
の
た
め
の
京
都
市
行
動
計

画
〜
e
―
京
都
21
〜
」

※
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

物
事
を
調
整
す
る
人
、
ま
と
め
を
す
る
人

※
　
第
二
創
業

新
事
業
分
野
へ
の
進
出
や
経
営
革
新
な
ど

の
企
業
内
の
創
業

京都創生シンポジウム

中小企業支援センター

※

※

※

我
が
国
は
、
団
塊
の
世
代
が
65
歳

以
上
に
な
る
今
後
十
数
年
の
間
に
、

急
速
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
。
そ

う
し
た
中
で
、
目
指
す
べ
き
社
会
の

姿
は「
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
社
会
」

で
あ
り
、
高
齢
者
が
健
康
を
保
持
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
12
年
4
月
の
介

護
保
険
施
行
後
の
状
況
を
見
る
と
、

ス
タ
ー
ト
時
の
要
介
護
認
定
者
が
約

218
万
人
か
ら
平
成
15
年
10
月
に
は
約

371
万
人
へ
と
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
増
加

し
、
高
齢
者
に
占
め
る
要
介
護
認
定

者
の
割
合
も
当
初
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
15
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
上
昇
し
て

い
る
。
特
に
看
過
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
要
支
援
が
90
パ
ー
セ
ン
ト
、

要
介
護
度
1
が
115
パ
ー
セ
ン
ト
増
加

し
て
お
り
、
軽
度
の
認
定
者
の
増
大

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
高
齢
者
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら

す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
力
が
入

れ
ら
れ
て
き
た
健
康
増
進
・
疾
病
予

防
の
更
な
る
拡
充
・
強
化
と
併
せ
て
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
介
護
予
防
対
策
が
一
層
の

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
て
は
、
現
行

制
度
に
お
け
る
要
支
援
や
要
介
護
度

1
の
軽
度
の
方
々
の
健
康
増
進
策
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
認
定
外
の

虚
弱
の
方
々
を
要
介
護
状
態
に
さ
せ

な
い
よ
う
新
た
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
創
設
す
る
な
ど
、
介
護
予
防
対

策
に
全
力
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

更
に
、
全
国
の
市
町
村
に
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
効
果
の
あ
る
介
護
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
な
ど
、
介
護
予

防
対
策
の
更
な
る
拡
充
を
図
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

5
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書
1
件
と
決
議
1
件
を
可
決
し
ま
し
た（
審
議
結

果
は
4
面
参
照
）。

意
見
書
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

介
護
予
防
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

小
川
裕
樹
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議


